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《特別プログラム》

会長講演

 　私の学んだ小児アレルギー疾患～診療・研究・教育～
	 座長	 　有阪　　治（獨協医科大学名誉教授）
	 PL	 　吉原　重美（獨協医科大学医学部小児科学）

招待講演

1．The Future of the Treatment of Asthma
	 座長	 　眞弓　光文（福井大学）
	 IL1	 　Antonio	Nieto（	Pediatric	Pulmonology	&	Allergy	Unit,	Children’s	Hospital	La	Fe,	

Spain）

2．Airway Inflammation and the Importance of Airway Epithelial Cells
	 座長	 　吉原　重美（獨協医科大学医学部小児科学）
	 IL2	 　Jay	A.	Nadel（University	of	California,	USA）

3．Epicutaneous Immunotherapy for Food Allergies
	 座長	 　宇理須厚雄（うりすクリニック／尾張東部アレルギー研究所）
	 IL3	 　Hugh	A.	Sampson（The	Mount	Sinai	Hospital,	USA）

4．Management of Virus—Induced Asthma
	 座長	 　森川　昭廣（希望の家附属北関東アレルギー研究所）
	 IL4	 　Daniel	J.	Jackson（	Department	of	Pediatrics,	University	of	Wisconsin	School	of	Med-

icine	and	Public	Health,	USA）

日韓交換講演

 　The role of pediatric allergists in management of childhood atopic dermatitis
	 座長	 　福田　啓伸（獨協医科大学医学部小児科学）
	 JKL	 　Hye	Yung	Yum（Department	of	Pediatrics,	Seoul	Medical	Center,	Korea）

特別講演

 　絵本と自然とこども
	 座長	 　西牟田敏之（国立病院機構下志津病院小児科・アレルギー科）
	 SL	 　いわむらかずお（絵本作家）

教育講演

1．2型自然リンパ球による IL—4 産生メカニズム
	 座長	 　松原　知代（獨協医科大学越谷病院小児科）
	 EL1	 　茂呂　和世（理化学研究所統合生命医科学研究センター自然免疫システム研究チーム）
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2．重症喘息における治療戦略～生物学的製剤の展望を踏まえて～
	 座長	 　東田　有智（近畿大学医学部呼吸器アレルギー内科）
	 EL2	 　相良　博典（昭和大学医学部内科学講座呼吸器・アレルギー内科学部門）

3．小児のアトピー性皮膚炎　病態メカニズムとそれに則した治療法を考える
	 座長	 　三浦　克志（宮城県立こども病院アレルギー科）
	 EL3	 　井川　　健（獨協医科大学医学部皮膚科学講座）

4．マイクロバイオータとアレルギー
	 座長	 　永田　　智（東京女子医科大学小児科）
	 EL4	 　長谷　耕二（慶應義塾大学薬学部）

5．論文査読の心得と執筆
	 座長	 　河野　陽一（労働者健康安全機構千葉ろうさい病院）
	 EL5	 　大嶋　勇成（福井大学医学系部門医学領域小児科学）

6．小児気管支喘息の発症と予防
	 座長	 　近藤　直実（平成医療短期大学／岐阜大学）
	 EL6	 　松本　健治（国立成育医療研究センター研究所免疫アレルギー・感染研究部）

7．The role of probiotics in childhood allergic diseases
	 座長	 　板澤　寿子（富山大学医学部小児科教室）
	 EL7	 　Jiu—Yao	Wang（National	Cheng	Kung	University,	Taiwan）

8．重症喘息に対する気管支サーモプラスティの基礎から臨床と今後の可能性
	 座長	 　松井　猛彦（村立東海病院小児科）
	 EL8	 　石井　芳樹（獨協医科大学呼吸器・アレルギー内科）

日本アレルギー学会共催講演

わが国におけるアナフィラキシー症例の実態（JSAレジストリー）
	 座長	 　浜崎　雄平（佐賀整肢学園からつ医療福祉センター小児科）
	 JSAL	 　海老澤元宏（国立病院機構相模原病院臨床研究センター）

特別企画

1．アレルギー疾患対策基本法で，小児アレルギー医療はどうかわるか
	 座長	 　西間　三馨（国立病院機構福岡病院）
	 	 　斎藤　博久（国立成育医療研究センター研究所）
	 SP1—1	 アレルギーエデュケーターの役割
	 	 　赤澤　　晃（東京都立小児総合医療センターアレルギー科）
	 SP1—2	 拠点病院について
	 	 　海老澤元宏（国立病院機構相模原病院臨床研究センター）
	 SP1—3	 適切な医療が子どもたちの生活を豊かにする環境づくりを支える
	 	 　長岡　　徹（NPO 法人アレルギーを考える母の会）
	 SP1—4	 行政の立場から
	 	 　貝沼　圭吾（厚生労働省健康局がん疾病対策課）

共催：一般社団法人日本アレルギー学会
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2．小児アレルギー：思春期の問題点とその解決策
	 座長	 　徳山　研一（埼玉医科大学小児科）
	 SP2—1	 Does	childhood	asthma	play	a	major	role	in	the	development	of	asthma	in	adult	life?
	 	 　Warren	Lenney（	Global	Medical	Expert,	Global	Respiratory	Franchise,	GlaxoSmith-

Kline,	UK）
	 座長	 　吉原　重美（獨協医科大学医学部小児科学）
	 SP2—2	 アレルギーの子どもと学校～子どもの心と体に寄り添う～
	 	 　尾木　直樹（教育評論家，法政大学特任教授，臨床教育研究所「虹」所長）
	 対談	 教育現場におけるアレルギー対策のあり方
	 	 　尾木　直樹（教育評論家，法政大学特任教授，臨床教育研究所「虹」所長）
	 	 　吉原　重美（獨協医科大学医学部小児科学）

プロコンディベート

1．アレルギーの発症阻止と食餌療法　食べるべきか，避けるべきか
	 座長	 　末廣　　豊（大阪府済生会中津病院小児科，免疫・アレルギーセンター／大阪乳児院）
	 PC1—1	 Pro
	 	 　大矢　幸弘（国立成育医療研究センター生体防御系内科部アレルギー科）
	 PC1—2	 Con
	 	 　今井　孝成（昭和大学医学部小児科学講座）

2．軽・中等症持続型喘息に配合剤は必要か
	 座長	 　池田　政憲（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科小児急性疾患学講座）
	 PC2—1	 Pro
	 	 　井上　壽茂（住友病院小児科）
	 PC2—2	 Con
	 	 　亀田　　誠（大阪はびきの医療センター小児科）

3．食物アレルギーへの免疫療法は？　経口免疫療法か，経皮免疫療法か
	 座長	 　伊藤　浩明（あいち小児保健医療総合センター総合診療科部）
	 PC3—1	 Pro（経口免疫療法である）
	 	 　堀向　健太（東京慈恵会医科大学葛飾医療センター小児科）
	 PC3—2	 Con（経皮免疫療法である）
	 	 　勝沼　俊雄（東京慈恵会医科大学附属第三病院小児科）

シンポジウム

1．小児アレルギー疾患と虐待
	 座長	 　岡田　邦之（おかだこどもの森クリニック）
	 	 　本村知華子（国立病院機構福岡病院小児科）
	 SY1—1	 子ども虐待：日常診療における「気づき」と「否認」
	 	 　溝口　史剛（群馬県前橋赤十字病院小児科）
	 SY1—2	 アレルギー診療における養育不全
	 	 　木下あゆみ（	国立病院機構四国こどもとおとなの医療センター小児アレルギー科）
	 SY1—3	 アレルギーと代理ミュンヒハウゼン症候群
	 	 　宮本　　学（獨協医科大学医学部小児科学）

共催：一般社団法人日本子ども虐待医学会
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	 SY1—4	 家族を支える働きかけ
	 	 　松嵜くみ子（跡見学園女子大学文学部臨床心理学科）

2．アトピー性皮膚炎・食物アレルギーの発症予防
	 座長	 　下条　直樹（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
	 	 　大矢　幸弘（国立成育医療研究センター生体防御系内科部アレルギー科）
	 SY2—1	 アレルゲン感作に影響を及ぼす因子の検討：出生コホートにおける検討
	 	 　山出　史也（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
	 SY2—2	 乳児湿疹から考える食物アレルギー発症予防の可能性
	 	 　竹井　真理（国立病院機構相模原病院臨床研究センター）
	 SY2—3	 卵の早期導入と卵アレルギー発症予防
	 	 　夏目　　統（浜松医科大学小児科／国立成育医療研究センターアレルギー科）
	 SY2—4	 乳の早期導入と牛乳アレルギー予防
	 	 　林　　大輔（筑波メディカルセンター病院小児科）

3．長引く咳の治療戦略
	 座長	 　玉置　　淳（東京女子医科大学呼吸器内科）
	 	 　井上　壽茂（住友病院小児科）
	 SY3—1	 長引く咳の病因・病態
	 	 　渡邉　直人（東京アレルギー・呼吸器疾患研究所）
	 SY3—2	 長引く咳と気道分泌
	 	 　金子　　猛（横浜市立大学大学院医学研究科呼吸器病学）
	 SY3—3	 長引く咳の診断
	 	 　平井　康太（東海大学医学部付属八王子病院小児科）
	 SY3—4	 長引く咳の治療戦略～本当に治療が必要な咳かを見極めよう～
	 	 　高瀬　眞人（日本医科大学多摩永山病院小児科）

4．食物アレルギー診療の最前線
	 座長	 　海老澤元宏（国立病院機構相模原病院臨床研究センターアレルギー性疾患研究部）
	 	 　伊藤　浩明（あいち小児保健医療総合センター総合診療科部）
	 SY4—1	 消化管アレルギー
	 	 　山田　佳之（群馬県立小児医療センターアレルギー感染免疫・呼吸器科）
	 SY4—2	 経口免疫療法
	 	 　佐藤さくら（国立病院機構相模原病院臨床研究センター病態総合研究部）
	 SY4—3	 食物アレルギー診断と検査
	 	 　長尾みづほ（国立病院機構三重病院臨床研究部）
	 SY4—4	 感作の成立と予防対策
	 	 　福家　辰樹（国立成育医療研究センター生体防御系内科部アレルギー科）
	 SY4—5	 学校生活管理指導表導入とその質の向上を目指して
	 	 　西本　　創（さいたま市民医療センター小児科）

5．小児への皮下および舌下免疫療法の現状と今後の展望
	 座長	 　藤澤　隆夫（国立病院機構三重病院アレルギーセンター）
	 	 　下条　直樹（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
	 SY5—1	 皮下免疫療法の現状と今後の展望（白樺花粉を含めて）
	 	 　津曲俊太郎（神奈川県立こども医療センターアレルギー科）
	 SY5—2	 急速皮下免疫療法の現状と今後の展望（ダニ）
	 	 　田中　裕也（神戸市立医療センター中央市民病院小児科）

共催：一般社団法人日本呼吸器学会



388

	 SY5—3	 舌下免疫療法の現状と今後の展望
	 	 　浅海　智之（国立病院機構相模原病院小児科）
	 SY5—4	 免疫療法に用いるアレルゲン～現状と展望～
	 	 　桑原　　優（国立病院機構三重病院アレルギーセンター）

6．アレルギー疾患の移行期医療
	 座長	 　小田嶋　博（国立病院機構福岡病院小児科）
	 	 　増田　　敬（同愛記念病院小児アレルギーセンター）
	 SY6—1	 移行期医療の考え方
	 	 　横谷　　進（	福島県立医科大学ふくしま国際医療科学センター甲状腺・内分泌セン

ター）
	 SY6—2	 小児気管支喘息における移行医療
	 	 　滝沢　琢己（群馬大学大学院医学系研究科小児科学分野）
	 SY6—3	 喘息：内科の立場から
	 	 　岩永　賢司（近畿大学医学部内科学呼吸器・アレルギー内科部門）
	 SY6—4	 成人食物アレルギー
	 	 　中村　陽一（横浜市立みなと赤十字病院アレルギーセンター）

7．JPGL2017 改訂版　キーエッセンス
	 座長	 　荒川　浩一（群馬大学大学院医学系研究科小児科学分野）
	 	 　足立　雄一（富山大学大学院医学薬学研究部小児発達医学講座）
	 SY7—1	 疫学調査からみた小児喘息
	 	 　吉田　幸一（東京都立小児総合医療センターアレルギー科）
	 SY7—2	 JPGL2017 における CQ
	 	 　二村　昌樹（国立病院機構名古屋医療センター小児科）
	 SY7—3	 長期管理に関する薬物療法
	 	 　伊藤　靖典（富山大学医学部小児科）
	 SY7—4	 急性増悪（発作）について
	 	 　手塚純一郎（福岡市立こども病院アレルギー・呼吸器科）
	 SY7—5	 乳幼児喘息について
	 	 　福田　啓伸（獨協医科大学医学部小児科学）
	 SY7—6	 患者教育，吸入指導について
	 	 　宮地裕美子（国立成育医療研究センター生体防御系内科部アレルギー科）

8．乳幼児のウイルス感染と気管支喘息
	 座長	 　岡田　賢司（福岡看護大学）
	 	 　望月　博之（東海大学医学部専門診療学系小児科学）
	 SY8—1	 ウイルス感染と気管支喘息の急性増悪
	 	 　加藤　政彦（東海大学医学部専門診療学系小児科学）
	 SY8—2	 ウイルス感染と気管支喘息の病態
	 	 　長谷川俊史（山口大学大学院医学系研究科医学専攻小児科学講座）
	 SY8—3	 ウイルス感染と気管支喘息発症の予測因子
	 	 　菅井　和子（小児科アレルギー科すがいこどもクリニック）
	 SY8—4	 ウイルス感染と喘息発症の発症予防
	 	 　加藤　正也（獨協医科大学医学部小児科学）
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Meet the Professor
1．Food Allergy Future Direction

	 座長	 　海老澤元宏（国立病院機構相模原病院臨床研究センター）
	 演者	 　Hugh	A.	Sampson（The	Mount	Sinai	Hospital,	USA）

2．The Art of Writing Good Research Papers for Top Medical Journals
	 座長	 　藤澤　隆夫（国立病院機構三重病院アレルギーセンター）
	 演者	 　Gary	WK	Wong（	Department	of	Paediatrics,	Faculty	of	Medicine,	The	Chinese	Uni-

versity	of	Hong	Kong,	Hong	Kong）

教育セミナー

1．明日からの診療に役立つ　アトピー性皮膚炎の臨床
	 座長	 　藤澤　隆夫（国立病院機構三重病院アレルギーセンター）
	 ES1—1	 アトピー性皮膚炎に関する臨床研究における「かゆみ」
	 	 　二村　昌樹（国立病院機構名古屋医療センター小児科）
	 ES1—2	 アトピー性皮膚炎の痒みと睡眠障害
	 	 　小林　茂俊（帝京大学医学部小児科・小児アレルギーセンター）

2．Viruses and the Inception & Exacerbation of Asthma in Children
	 座長	 　尾内　一信（川崎医科大学小児科学）
	 ES2	 　Daniel	J.	Jackson（	Department	of	Pediatrics,	University	of	Wisconsin	School	of	Med-

icine	and	Public	Health,	USA）

3．喘息患児の治療実態と ICS の必要性
	 座長	 　望月　博之（東海大学医学部専門診療学系小児科学）
	 ES3	 　池田　政憲（岡山大学大学院医歯薬学総合研究科小児急性疾患学講座）

4．保育所におけるアレルギー疾患罹患状況と保育所におけるアレルギー対策
	 座長	 　伊藤　節子（同志社女子大学生活科学部食物栄養科学科）
	 ES4	 　鎭目　健太（厚生労働省子ども家庭局保育課）

5．アトピー性皮膚炎と食物感作・アレルギー
	 座長	 　大嶋　勇成（福井大学医学系部門医学領域小児科学）
	 ES5	 　今井　孝成（昭和大学医学部小児科学講座）

6．小児喘息とβ2刺激薬貼付薬
	 座長	 　髙橋　　豊（KKR 札幌医療センター小児科）
	 ES6	 　勝沼　俊雄（東京慈恵会医科大学附属第三病院小児科）

7．アトピー性皮膚炎の新しい展開
	 座長	 　末廣　　豊（大阪府済生会中津病院小児科，免疫・アレルギーセンター/大阪乳児院）
	 ES7—1	 アトピー性皮膚炎の最新疫学と予防
	 	 　下条　直樹（千葉大学大学院医学研究院小児病態学）
	 ES7—2	 小児アトピー性皮膚炎治療で外用薬を使いこなすこつ
	 	 　高橋　英俊（高木皮膚科診療所）
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8．The role of IgE in allergic asthma, and the consequences of its blockage
	 座長	 　斎藤　博久（国立成育医療研究センター研究所）
	 ES8	 　Antonio	Nieto（	Pediatric	Pulmonology	&	Allergy	Unit,	Children’s	Hospital	La	Fe,	

Spain）

9．アレルゲン舌下免疫療法
	 座長	 　是松　聖悟（中津市立中津市民病院小児科）
	 ES9	 　南部　光彦（なんぶ小児科アレルギー科）

10．小児気管支喘息治療・管理ガイドライン 2017～薬物療法のポイント～
	 座長	 　荒川　浩一（群馬大学大学院医学系研究科小児科学分野）
	 ES10—1	 急性増悪（発作）への対応～改訂のポイント～
	 	 　手塚純一郎（福岡市立こども病院アレルギー・呼吸器科）
	 ES10—2	 長期管理の薬物療法の改訂～何が変わったのか，変えたのか？～
	 	 　伊藤　靖典（富山大学医学部小児科）

11．喘息診療における呼気 NO の解釈　あなた誤解していませんか？
	 座長	 　三浦　克志（宮城県立こども病院アレルギー科）
	 ES11	 　西田　光宏（浜松医療センター小児科）

12．小児期喘息から成人喘息への移行
	 座長	 　足立　雄一（富山大学大学院医学薬学研究部小児発達医学講座）
	 ES12—1	 内科への移行を念頭に置いた治療
	 	 　亀田　　誠（大阪はびきの医療センター小児科）
	 ES12—2	 小児期の喘息が成人後に及ぼす影響について
	 	 　黨　　康夫（社会福祉法人同愛記念病院アレルギー呼吸器科）

イブニングシンポジウム

1． 食物アレルギーの日常診療と今後の展望 
～コンポーネントを組み合わせた活用法と最新情報～

	 座長	 　近藤　康人（藤田保健衛生大学坂文種報德會病院小児科）
	 EVS1—1	 アレルゲンコンポーネントとその意義
	 	 　丸山　伸之（京都大学大学院農学研究科）
	 EVS1—2	 食物アレルギーにおけるアレルゲンコンポーネントの活用法
	 	 　長尾みづほ（国立病院機構三重病院臨床研究部）
	 EVS1—3	 PFAS と植物のコンポーネント
	 	 　安藤　裕輔（獨協医科大学医学部小児科学）
	 EVS1—4	 食物アレルギー診断の今後の展望
	 	 　佐藤さくら（国立病院機構相模原病院臨床研究センター病態総合研究部）

2．小児に対するアレルゲン免疫療法の期待
	 座長	 　山口　公一（東海大学医学部付属八王子病院小児科）
	 EVS2—1	 舌下免疫療法の実際と対応～小児の視点を交えて～
	 	 　大久保公裕（日本医科大学大学院医学研究科頭頸部・感覚器科学）
	 EVS2—2	 スギ舌下免疫療法：小児への期待
	 	 　岡本　美孝（千葉大学大学院医学研究院耳鼻咽喉科・頭頸部腫瘍学）
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これからのPAEの新たな展開
	 座長	 　益子　育代（東京都立小児総合医療センター専門外来アレルギー）
	 	 　玉村　尚子（獨協医科大学看護学部）
	 EP—1	 PAE 誕生と臨床の変化，PAE の今後について
	 	 　小田嶋　博（国立病院機構福岡病院小児科）
	 EP—2	 食物アレルギーに関連した栄養士，管理栄養士認定制度における PAE の関わり
	 	 　高松　伸枝（別府大学食物栄養科学部食物栄養学科）
	 EP—3	 地域のアレルギー医療に貢献する調剤薬局 PAE の取り組み
	 	 　上荷　裕広（すずらん調剤薬局）
	 EP—4	 PAE も参加する病診連携と地域社会とのつながり
	 	 　廣田　直子（グリムこどもとアレルギーのクリニック）
	 EP—5	 トータルコントロールをめざして～PAE 看護師としての立場から～
	 	 　看護師　田野井寛子（国立病院機構栃木医療センター）
	 EP—6	 アレルギーサマーキャンプに参加して～薬剤師の立場から～
	 	 　薬剤師　生井　栄佑（有限会社ふれあい薬局）
	 EP—7	 トータルコントロールをめざしたアレルギーキャンプ～栄養士の立場から～
	 	 　栄養士　齊藤　克枝（獨協医科大学病院栄養部）


